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色川地区 暮らしの省エネ&再エネ化
プロジェクト

地域に根ざした地産地消エネルギーシステ
ム(温熱・電力・蓄電等)の普及モデル構築
と政策提言、社会実装化

 和歌山県

 東京都、日本全域

活動地域

活動地域

小水力発電の
実践WSの開催回数 3 回
PV独立電源の
体感会参加者 10 人

今年度計画の達成度 75 ％

目標達成度 75 ％

4DHフォーラム開催 2 回

地方自治体と意見交換 3 か所

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 25 ％

実 践

はじめる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
小水力発電について理解を深めるためのピコ水車の設
置ワークショップとパネル1枚の太陽光発電を家庭で利
用し発電量と電力消費量を知る体験会を行った。
3回のワークショップを通じて地元住民は水力発電の仕
組みを理解し、3か所で事業化検討を行うこととなっ
た。また完成お披露目会を開催して広く地区内に活動
について周知した。
太陽光発電と電力見える化の体験会は7軒の家庭で実
施し、電力消費量の多い家電製品や太陽光発電でどの
程度賄えるか実感し、参加者の省エネと再エネへの取
組み意欲が高まった。

活動内容と成果
全国ご当地エネルギー協会と協働し、デンマークの地
域熱供給白書の日本語翻訳監修を行った。
大潟村、二本松市、松本市と地域スマート化について意
見交換を行い、今後も継続することとした。
経産省にエネルギー基本計画への意見を提出し、「緊急
オンラインセミナー：エネルギー基本計画をどうすべ
きか？」を開催してエネルギー基本計画に対する課題
の指摘とグリーン・リカバリー戦略の提案を行った。
太陽光と蓄電池を用いた地域エネルギー事業について
「ソーラー +バッテリーによるこれからの地域エネル
ギー」ウェビナーを開催した。

課　題
地域の脱炭素化を住民主体で進める上で、事業の担
い手づくりと地区全体の省エネ・再エネ推進に向け
た気運醸成が課題である。

目　標
住民が水力発電の仕組みを理解し、事業の担い手に
なること。各家庭で電気の使い方の現状を知って改
善点に気づくとともに手軽に再エネに置き換えでき
ることを知ること。

課　題
自然エネルギー熱利用を含むスマート化は理論的研究
や体系的な政策も乏しく利用量は低下する一方である。
地域熱供給も、都市部の一部を除き普及が進まず衰退
傾向にある。

目　標
① パイロット事業の企画と実装化を行い具体的な政策
提言に繋げる
② エネルギー地産地消の社会ビジネスモデルで地域循
環共生圏の形成に資すると示す
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大潟村と脱炭素地域事業連携協定書調印大潟村と脱炭素地域事業連携協定書調印

取水部を見学する参加者取水部を見学する参加者

Freeing EnergyのウェビナーFreeing Energyのウェビナー

3年後をめどに色川地区の脱炭素化の担い手となる事業体を住民主体で設立し、再
エネ（小水力発電、太陽光発電）、交通（Eバイク、ライドシェア）、住宅の断熱と省エ
ネに取り組む。また、近隣にも活動を横展開する。

2022年度、及び2023年度で地産地消スマートエネルギー化を当団体が関わるもの
だけでなく広く普及させたい。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
環境活動に熱心な住民以外の地区住
民に取組みについて広く周知し、参
加者を増やすこと。

■工夫した点
回覧板やSNSだけでは不十分なので
電話などで直接声掛けを行ったり、
地元新聞やケーブルテレビに取材に
来てもらった。

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で国際会
議やセミナーへの参加が困難であっ
た。

■工夫した点
前年度からオンラインのノウハウを
蓄積・発展させ講演や交流、意見交
換の量と質の維持向上に努めた。
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